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【はじめに】共鳴トンネルダイオードを用いたテラ

ヘルツ(THz) 発振器は、小型で室温連続動作するこ

とから有力なTHz光源として期待されている。我々

はこれまでに 1.92 THz での高周波発振[1]と、~610 

Wの高出力発振(620 GHz)[2]を報告している。また、

Si レンズを必要としないパッチアンテナ集積構造を

用いた発振器アレイを作製し、~1 THzで 55 Wの出

力を得た[3]。しかしながら、パッチアンテナは帯域

が狭くその共振周波数と発振周波数を一致させるこ

とが難しかった。そこで本研究では、パッチアンテ

ナより帯域の広いダイポールアレイアンテナを集積

した発振器を提案し、デバイス作製を行った。さら

に、発振器アレイによる出力合成を行い、~0.92 THz

において 135 Wの出力を得たので報告する。 

【実験】Fig. 1(a)に作製した素子構造を示す。InP基

板上に RTD とスロット共振器を作製し、その上に

THz 帯で低損失な低誘電率材料であるシクロオレフ

ィンコポリマー(COC)[4]と、Fig. 1(b)に示すダイポー

ルアレイアンテナを集積した構造となっている。発

振は RTD の微分負性抵抗により起こる。RTD のピ

ーク電流密度は 34 mA/m2、ピークとバレーの電流

比は~2、メサ面積は~0.5 m2である。スロット共振

器の長さは 16 mで、厚さ~4 mのCOCを挟んでダ

イポールアレイアンテナの中央にある長さ 60 μmの

ダイポールと電磁界結合している。このダイポール

から、その両側にある 3 種類の長さのダイポールに

給電され、上方へ出力を放射する。これらのダイポ

ールは共振周波数が異なるため（0.98, 1.10, 1.24 THz）、

全体で広い帯域を持つ。発振器アレイは、Fig. 1(c)

に示すように単体発振器の電極を並列接続して同時

に動作させた。 

Fig. 2(a) にアレイ数と出力の関係を示す。10素子

アレイにおいて 135 W の合成出力を得た。そのと

きの周波数スペクトルを Fig. 2(b)に示す。今回、意図

的な同期構造を設けていないため、0.92 THzを中心

に複数のスペクトルが観測された。18素子アレイで

は配線抵抗での電圧降下により各素子が同時に動作

せず、得られる出力が 10 Wと減少した。素子間の

印加電圧を均一にする最適な配線の設計をすること

で、100 素子などの大規模な発振器アレイの実現と

大出力が期待できる。 
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Fig. 1 (a) Schematic structure of RTD oscillator; (b) details of dipole array 

antenna formed on COC; (c) micro-photograph of fabricated oscillator. 
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Fig. 2 (a) Measured output power vs. number of elements, and (b) 

frequency spectrum of 10-element array with 135 W. 
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